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（地域活動・交流） 

・ ケアプラザが担当するエリアとして、ＪＲ駅周辺

が発展しておりマンションが多い特性があるこ

とや、ケアプラザのさらなる周知の必要性を踏ま

え、今年度は特に意識的に、日頃のＰＲの実施や

関係づくりを行い、出前講座の開催や広報紙の回

覧をさせてもらえるようになりました。 

・ ボランティア連絡会を毎月行うなど開催回数も

多く、地域のボランティア団体の連携を促し、よ

り良い関係づくりに取り組んでいます。 

・ 毎月開催している５職種会議では、モデルエリア

の情報の可視化に向けてマップ作成に取り組ん

でいます。市社会福祉協議会や区社会福祉協議会

からの参加を得て他の情報を得るなど法人の強

みを生かしながら進めることができています。 

・ 近隣には商業施設や企業も多いことから、こうし

た機関に向けてケアプラザの業務説明や地域で

気になる方の発見に協力を求めるなどにも努め

ました。 

（生活支援体制整備事業） 

・ 自治会町内会にアンケート調査を実施し、地域課

題やニーズの把握を行うとともに、ボランティア

の確保につなげています。 

・ 東戸塚駅前周辺地域における認知症高齢者など

の見守り・支えあいについて検討するため、協議

体を開催しました。 

（地域包括支援センター） 

・ 民生委員・児童委員協議会の定例会や地域のサロ

ンに参加し、地域住民から個別相談を受け、支援

につなげました。 

・ ４つの地域ケアプラザの共催にて、権利擁護普及

啓発の「ものしり大学」を市民向けに開催し、今

年度は「エンディングノート」をテーマであり参

加した方のアンケートでは９割の方が「満足」と

いう回答が得られました。 

・ 「介護者のつどい」を年６回、懇談会やアロマ、

ストレッチ、音楽会など参加者の希望に沿った企

画で開催しました。必要な方へは相談支援にもつ

なげました。 

・ 地域ケア会議では、商業施設や金融機関等にも参

加してもらい、情報発信・共有を行いました。 

・ ケアマネサロンを地域の障害者施設とも連携し



た研修を実施ケアマネジャーのスキルアップを

図りました。 

・ 地域の「憩いの部屋」を利用した元気づくりステ

ーションを開催しています。また、地域の別の会

場で健康講座を開催しました。 

 


